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秘書選択問題を最初に包括的に研究したのは Gilbert and Mosteller (1966) であり， そこで彼





本論文は 2 章でNI 型のモデルを 4 つ， 3 章でFI 型のモデルを 1 つ扱う。過去の多くの研究は決定
者に 1 回( 1 人)の採用しか許していないので，著者は多くの場合に，これを 2 固まで許されるモデ
ルに拡張した( 2 章 1 ， 2 , 3 節， 3 章 1 節)。
2 章 1 節では能力の絶対順位が 1 又は 2 の女性を有能と考え， 2 人採用して少くとも 1 人有能な女
性を採用できた時成功と見なすモデルを解析した。 (t， i) , 1 孟 t 孟 N ， i= 1 ， 2 ，を t番目の女性に直
面していて彼女の相対順位が i でまだ 1 人も採用していない状態， (t, ij) , 2 壬 t孟 N， i, j= 1 , 2 , 
を t 番目の女性に直面していて彼女の相対順位は j であるが，すでに最初の t-1 人の中の相対順位
i の女性を採用している状態とすると次のことが示される。 (t， i) では整数 d i 事 (d 1 * 孟 d2*)が存在して，
円/】円。つ、
u
t 孟dt * の時に限って採用， (t , 2 j)では整数民事(SI* 孟 S2* )が存在して， t孟 s; の時に限って採用するのが
最適である。又(t ， 1 j) , j=l , 2 ，での採用は得策でない。 N→∞の時，成功の確率は o. 7934 に近
づく。
2 章 2 節では絶対順位 1 と 2 を共に採用した時成功と見なすモデルを扱う。この場合，明らかに真
の決定時点は(t ， 1) ， (t ， 12) であり， 2 つの整数r1* ,r2 * (r1 *孟 r2*)が存在して， (t , 1 )ではt孟 r2* の
時に限って採用， (t ， 12) では t孟 r1事の時に限って採用するのが最適で、あることが示される。 N →∞
の時，成功の確率は 0.2254 になる。
2 章 3 節では N を 1 から n の値をとる確率変数と仮定し，絶対順位 1 の女性を採用した時成功と見
なすモデルを考えた。この時も 2 つの整数 mr *, r= 1 , 2 , (m1 権主主 m2* )が存在して，残り r 回採用
が許されている時， m r * 番目以後の最初の相対順位 1 の女性を採用するのが最適で、あることが示され
る。 n→∞の時，成功の確率は 0.4725になる。
3 章 l 節も 2 章 3 節と同じ基準であるがFI 型で N は確率変数でない。この時，残りの観測回数 k
に関して増加な 2 つの数列 1 S~Ti}， r= 1 , 2 , (S1I:1 >S II: 121 , k= 1 , 2 ，…)が存在して残り r回採
用が許され観測回数も k回残っている時，能力評価値の相対順位が 1 で、 S 1I: Irl をこえるようなものが出
現したら直ちにその女性を採用するのが最適で、あることが示される。 S1I: 1 何の値はもちろん能力分布に
依存する。
2 章 3 節では 1 回選択でリコールと女性側の拒否権を共に考慮したモデルを解析した。これは




において， (1), 2 回選択， best or 2 nd best を選択すれば勝ち， (2) 2 回選択， best & 3ld best 
を選択すれば勝ち， (3)2 回選択， best を選択すれば勝ち，ただし対象物の総数N が確率変数の場合，
(4) 1 回選択， リコールと拒絶の許容された場合，第 3 章では全情報の場合(いわゆる持参金の問題)
において， 2 回選択， best を選択すれば勝ち，という諸問題にいずれも精密解と漸近解とを与えて
いる。これらの結果は，すべて新知見である上に，漸近解においては闇点を規定する幾つかの超越方
程式(例えば( 2. 1. 30 ), ( 2. 2. 23 )など)が導かれていることも興味深い。本論文で試みられた
接近は，この分野の今後の研究に示唆を与えるものであり，得られた多くの新知見とともに，貢献す
るところが大きく，博士論文に値すると認められる。
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